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有
為
会
の
近
況 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

令
和
２
年
度
は
総
会
は
じ
め
会
員
交
流
行
事

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
年
も
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。先

行
き
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
み
始
め
た
こ
と
を
希
望
と
し
、
１
日
も

早
く
元
の
状
態
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
不

自
由
な
生
活
に
耐
え
ま
し
ょ
う
。
会
の
近
況

を
以
下
に
報
告
し
ま
す
。 

 

舎
生
募
集
活
動
： 

令
和
元
年
春
の
入
寮

者
は
東
京
、
仙
台
共
に
ゼ
ロ
で
し
た
。
育

英
事
業
部
の
募
集
活
動
の
強
化
と
予
約
募

集
等
の
導
入
に
よ
り
、
令
和
２
年
春
の
東

京
寮
に
は
１
０
名
（
令
和
３
年
春
１
名
、

東
京
６
名
、
総
数
２
１
名
）
の
入
寮
者
が

あ
り
ま
し
た
が
、
仙
台
寮
は
２
名
に
留
ま

り
ま
し
た
。
残
念
な
事
に
、
例
年
行
っ
て

き
た
置
賜
の
高
校
に
お
け
る
仙
台
寮
の
説

明
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
取
り
や
め
に

な
り
ま
し
た
が
、
年
末
に
は
滝
口
館
長
制

作
の
仙
台
興
譲
館
の
案
内
動
画
が
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
サ
イ
ト
に
は

３
５
０
名
（
感
想
―
多
か
っ
た
で
す
ね
）

の
訪
問
者
が
あ
り
、
置
賜
に
お
け
る
説
明

会
の
中
止
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
令
和
３
年
春
の
応
募

者
は
２
名
、、
入
寮
者
は
１
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。 

  仙
台
興
譲
館
の
施
設
整
備
：
１
３
０
周
年
記

念
事
業
と
し
て
の
仙
台
興
譲
館
の
改
修
は
令

和
元
年
に
実
施
済
み
で
す
が
、
２
年
度
は
当

初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
次
の
二
つ
の
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

⓵
ト
イ
レ
の
改
修
（
１
０
月
）：
新
寮
母
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
１
階
の
和
風
ト
イ
レ
２

カ
所
を
合
体
し
、女
子
専
用
ト
イ
レ（
洋
式
）

１
カ
所
に
改
造
し
ま
し
た
。
工
事
費 

４
７

０
，０
０
０ 

円  

排
水
管
の
切
り
替
え
施
工

で
、
全
体
的
に
腐
食
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
、３
年
度
は
１
，

２
階
の
既
存
旧
型
洋
式
便
器
交
換
と
劣
化
し

て
い
る
接
続
配
管
の
交
換
、
加
え
て
ほ
と
ん

ど
使
用
し
て
な
い
和
風
ト
イ
レ
を
今
回
の
よ

う
に
洋
式
へ
改
造
す
る
事
を
考
え
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
仙
台
興
譲
館
の
竣
工
は
昭
和
６
２

年
（
１
９
８
７
年
）
で
す
。 

② 

厨
房
の
漏
水
（
１
２
月
）：
厨
房
の
床

下
の
排
水
管
が
損
傷
し
漏
水
が
発
生
。
厨
房

よ
り
低
い
位
置
に
あ
る
部
屋
ま
で
達
し
寮
生

が
悪
臭
に
気
付
き
緊
急
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

２
カ
所
の
流
し
か
ら
の
既
存
の
床
下
埋
設
配

管
排
水
管
は
埋
め
殺
し
、
新
た
に
壁
際
を
露

出
配
管
で
外
部
排
水
主
管
に
盛
替
え
ま
し
た
。

床
上
排
水
も
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
支
障

は
あ
り
ま
せ
ん
（
工
事
費 

９
５
，
７
０
０

円
）。
業
者
は
、
１
０
年
前
の
東
日
本
大
震
災

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 

 

第 25 号 

令和3年6月 9日 

発行者 

(公社)米沢有為会仙台支部 

支部長   甲 國信 

仙台市青葉区角五郎2-6-21 

TEL 022-222-4790 

 

 

新入寮生（中央）を迎えて全員集合 

2021.6.4 



第 25 号                               令和 3 年 6 月 9 日 

  - 2 - 

の
後
遺
症（
埋
設
部
の
沈
下
）と
思
わ
れ
る
。

今
で
も
こ
の
様
な
工
事
は
よ
く
あ
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
①
、
②
の
工
事
は
加

川
理
事
の
尽
力
で
実
施
で
き
ま
し
た
。
感
謝

し
ま
す
。 

 会
員
異
動
：
昨
年
の
総
会
以
降 

退
会 

８
名 

[

個
人
賛
助
会
員
５
名

（
う
ち
１
名
逝
去
）
、
正
会
員
３
名]

、
法

人
賛
助
会
員
１
社 

会
員
種
別
の
変
更 

正
会
員
か
ら
賛
助

会
員
へ 

１
名 

年
度
末
で
の
会
員
数
は
８
名
と
１
社
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
員
減
は
平
成
２

５
年
の
公
益
法
人
移
行
の
翌
年
（
平
成
２

６
年
、
退
会
者
１
４
名
）
以
来
の
大
幅
な

減
少
で
、
新
年
度
は
会
員
増
強
が
課
題
と

な
り
ま
す
。 

 

令
和
３
年
度
支
部
事
業
計
画
（
案
） 

   

仙
台
興
譲
館
の
改
修
： 

①
１
階
、
２
階

ト
イ
レ
の
既
存
旧
型
洋
式
便
器
交
換
と
、
２

年
度
の
工
事
の
際
に
劣
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
接
続
配
管
の
交
換
、
加
え
て
ほ
と

ん
ど
使
用
し
て
い
な
い
和
風
ト
イ
レ
を
洋
式

に
改
造
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
９
０

万
円
：
② 

１
階
、
２
階
ト
イ
レ
の
排
煙
窓
へ

の
網
戸
設
置
。
９
万
５
千
円
：
③ 

厨
房
排
風

機
の
交
換
。
４
５
万
円 

以
上
３
件
を
提
出

し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
ど
こ
ま
で
予
算
が
つ
く
か
は
未
定

で
す
。
今
年
は
東
京
寮
の
改
修
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
一
部
実
施
と
な
る
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

舎
生
募
集
活
動
： 

現
在
の
寮
生
数
７
名
は
、

円
滑
な
寮
の
運
営
に
は
少
な
過
ぎ
ま
す
。
来

春
を
待
た
ず
に
、
年
度
途
中
で
も
寮
生
募
集

を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
方
法
と
し
て
は 

①
在
仙
大
学
の
学
生
生
活
担
当
係
に
相
談
す

「
る
。 

②
山
形
新
聞
の
簡
易
広
告
（
ス
イ

ン
グ
）
に
募
集
広
告
を
掲
載
す
る
。
の
二
つ

を
考
え
て
い
ま
す
。
他
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  

コ
ロ
ナ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
：
４
月
に

東
京
寮
で
濃
厚
接
触
者
が
出
た
と
の
知
ら
せ

は
、
他
人
事
で
は
な
く
重
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
滝
口
館
長
は
直
ち
に
寮
長
に
会
っ
て

こ
の
こ
と
を
伝
え
、
掲
示
で
注
意
を
喚
起
し

ま
し
た
。
仙
台
支
部
に
は
濃
厚
接
触
者
や
感

染
者
が
出
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
言
う
時
に
速
や
か
に
対

応
で
き
る
様
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
検
討

し
ま
す
。 

  

会
員
増
強
：
令
和
２
年
に
は
支
部
会
員
が
８

名
と
法
人
１
社
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
長
い
間
会
を
支
え
て
来
ら
れ
た
年
配
の
会

員
の
高
齢
化
が
、
今
後
の
大
き
な
減
少
要
因

と
な
る
こ
と
は
確
実
で
し
ょ
う
。
今
年
度
の

会
員
増
強
は
舎
生
Ｏ
Ｂ
の
入
会
を
重
点
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

支
部
だ
よ
り
の
発
行
（
年
２
回
）：
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
の
支
部
か
ら
の
情
報
発
信
と
会
員

間
の
交
流
に
、
支
部
だ
よ
り
は
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
今
年
度
も
２
回
の
発
行
を

目
標
に
し
ま
す
。（
仙
台
支
部
長 

甲 

國
信
） 

 

【
寮 

内 

掲 

示
】 

                     

                               

● 寮生の皆さんへ ● 

 

お互いコロナ感染源にならないように 

持ち込まない、移さない、お互い気づかう 

 

・自分の身は、自分で守ろう  

・外出時のマスク着用  

・手洗い と うがい の 励行  

・食堂では、席を離れて食事  

１ｍ離れた着席や、時間差で食事  

食事後は話をしないで速やかに退去 

・対話は、離れて or マスク着用で  

・寮母さんの健康を護ろう  

・寮内や街での仲間との飲酒の自粛  

・来泊や外泊の自粛  

 

令和3年5月    仙台興譲館館長 

仙台興譲館寮長 

 

支 

部 

だ 

よ 

り 

原 

稿 

募 

集 

  

随 
想 
、 

旅 

行 

記 

、 

趣 

味 

な 

ど 

何 

で 

も 

結
構 

で 

す 

。 

次 

号 

は 

１
２ 
月 
発 

行 

予 

定 

、 

是
非
投
稿
く
だ
さ
い
。 
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仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
仙
台
興
譲
館
行
事 

 

※
４
月
４
日
（
日
）
大
掃
除
・
寮
生
総
会 

■
４
月 

※
春
の
交
流
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：

仙
台
興
譲
館
）  

 
 
 
 
 
 

中
止 

■
６
月 

令
和
３
年
度
仙
台
支
部
通
常
総
会 
中
止 

 

※
６
～
７
月
前
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事  

 

 

■
６
月
２
７
日
（
土
）  

令
和
３
年
度
米
沢
有
為
会
定
時
総
会 

会
場
：
東
京
興
譲
館 

（
役
員
少
数
で
実
施
）  

■
８
月
以
降
の
支
部
行
事 

夏
の
交
流
会
（
七
夕
前
夜
祭
・
広
瀬
川
原
花

火
鑑
賞
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
止 

秋
の
交
流
会
（
芋
煮
会
） 

 
 
 

中
止 

 
 ※

９
月
２
６
日
（
日
） 

大
掃
除
・
寮
生
総  

※
１
１
月 

後
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ 

ン
行
事  

 

■
１
２
月 

※
忘
年
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：
仙
台

興
譲
館
）  
 
 
 

※
１
月
上
旬 

第
一
次
入
寮
面
接  

※
１
月
１
４
日
（
金
）
ど
ん
と
祭  

 

■
１
月 

※
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会  

主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館  

※
２
～
３
月 

温
泉
旅
行
又
は
食
事
会  

 
 

１
２
月
以
降
の
行
事
は
未
定
か
中
止 

 

※
３
月
上
旬 

第
二
次
入
寮
面
接 

※
３
月
中
旬 

第
三
次
入
寮
面
接  

※
３
月
下
旬 

第
四
次
入
寮
面
接  

※
３
月 

末
日 

寮
生
総
会 

  

会 

員 

異 

動 

 

退
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

愛
知 

絢
子
（
賛
助
会
員
） 

死
亡 

黒
田
由
美
子
（
賛
助
会
員
） 

 

後
藤 

一
男
（
賛
助
会
員
） 

 

西
京 

弘 

（
賛
助
会
員
） 

 

高
井 

良
尋
（
正
会
員
） 

 
 

丹
野 

真
敬
（
正
会
員
） 

 
 

中
嶋 

高
彦
（
賛
助
会
員
） 

 

松
井 

国
彦
（
正
会
員
） 

 

東
北
オ
フ
ィ
ス
マ
シ
ン
（
株
） 

（
法
人
賛
助
会
員
） 

 

    

仙
台
興
譲
館
だ
よ
り 

 

仙
台
興
譲
館
寮
生
名
簿 

日
下 

和
也 

（
東
北
医
科
薬
科
大
学
薬
学 

部
１
）【
米
沢
興
譲
館
Ｒ
３
卒]  

 

高
畠
町
出
身 

鹿
又 

桂
司 

（
東
北
大
学
経
済
学
部
２
） 

 
[

米
沢
興
譲
館
Ｒ
２
卒]  

 

南
陽
市
出
身] 

◎
令
和
３
年
度
前
期
寮
長 

鈴
木 

優 

（
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
２
） 

[

米
沢
商
業
Ｒ
２
卒]  

 

米
沢
市
出
身 

小
形 

祥
史
（
東
北
福
祉
大
学
健
康
科
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
４
）[

米
沢
興

館
Ｈ
２
９
卒]  

 

川
西
町
出
身 

伊
藤 

真
蒼(

東
北
大
学
工
学
部
化
学
・
バ
イ

オ
学
科
４)  [

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
８
卒] 

米
沢
市
出
身 

二
瓶 

太
陽 

(

東
北
福
祉
大
学
総
合
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
部
産
業
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
４)[

米
沢
東
Ｈ
２
８
卒]  

米
沢
市

出
身 

渋
谷 

拓 
 

（
東
北
大
学
大
学
院 

情
報
科

学
研
究
科
Ｍ
１
）[

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
９

卒]  

米
沢
市
出
身 

【
卒
業
生
】 

 
梅
沢 
謙
吾
（
東
北
大
学
経
済
学
部
） 

 

米
沢
市
出
身 

佐
藤 

大
貴 

(
東
北
工
業
大
学
工
学
部
情

報
通
信
工
学
科)  
高
畠
町
出
身 

島
貫 

英
佑 

（
東
北
文
化
学
園
大
学
医
療
福 

祉
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）  

川
西
町
出
身 

坂
本 

雄
哉 

（
東
北
大
学
歯
学
部
） 

南
陽
市
出
身  

 

仙
台
興
譲
館
の
紹
介
動
画
（
５
分
） 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

に
ア
ッ
プ 

 

【
あ
ら
す
じ
】 

タ
イ
ト
ル
…
仙
台
興
譲
館
寮 

川
内
側
の
牛
越
橋
か
ら
見
た
寮 

寮
の
玄
関 

１
階
の
食
堂 

 
 

あ
る
日
の
夕
食
（
ハ
ン
バ
ー
グ
） 

 
 

寮
生
会
の
様
子 

風
呂
場
、
洗
濯
場 

洗
面
所 

娯
楽
室 

ト
イ
レ 

２
階
の
寮
室
（
空
き
室
） 

１
階
の
在
寮
生
の
部
屋 

屋
上
か
ら
の
眺
め 

屋
上
で
寮
長
と
寮
母
さ
ん 

館
長
と
寮
母
さ
ん 

牛
越
橋
か
ら
の
広
瀬
川
の
眺
め 

音
楽
：
フ
リ
ー
Ｂ
Ｇ
Ｍ
【
ほ
の
ぼ
の
日
常

系
】 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
よ
り 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
画
面
で
【
仙
台
興



第 25 号                               令和 3 年 6 月 9 日 

  - 4 - 

譲
館
寮
】
と
入
力
、
検
索
す
る
と
動
画
が
出

ま
す
。
１
月
１
０
日
頃
ア
ッ
プ
し
て
６
月
５

日
現
在
３
５
０
回
（
約
７
０
回
／
月
）
の
視

聴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
是
非
ご

覧
に
な
っ
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
館
長 

滝
口
政
彦
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
寮
・
大
学
生
活 

 

寮
生
Ｓ
君
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
す
。 

昨
年
の
４
月
寮
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
発

熱
し
た
の
で
す
。
ま
さ
か
コ
ロ
ナ
で
は
な
い

か
と
い
う
恐
怖
心
、
寮
母
さ
ん
に
も
言
い
づ

ら
い
し
、
皆
に
迷
惑
か
け
る
の
で
は
と
心
配

し
た
。 

３
７
℃
～
３
７
．
５
℃
の
発
熱
が
３
日
位

続
い
た
。
そ
の
間
寮
母
さ
ん
が
食
事
を
部
屋

ま
で
持
っ
て
来
て
く
れ
、
食
べ
た
後
自
分
で

食
器
を
外
へ
出
す
。
ト
イ
レ
も
専
用
の
場
所

に
限
定
さ
れ
た
。
寮
長
の
小
形
さ
ん
が
冷
え

ピ
タ
と
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
く

れ
、
非
常
に
お
い
し
か
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
熱
を
出
す
よ
う
な
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
精
神
的
、
肉
体
的
ダ
メ
ー
ジ
が
大

き
か
っ
た
。
そ
の
後
観
察
期
間
が
１
週
間
位

あ
り
、
隔
離
、
軟
禁
状
態
で
、
外
に
出
れ
な

か
っ
た
の
が
つ
ら
か
っ
た
。 

 

大
学
の
部
活
動
で
ラ
ク
ロ
ス
を
や
っ
て
い

る
の
で
、
か
な
り
注
意
し
て
お
り
、
毎
朝
熱

を
計
っ
て
い
る
。
部
活
以
外
で
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
る
。 

  

次
の
文
は
新
入
寮
生
の
感
想
文
で
す
。 

自
分
は
現
在
、
１
週
間
は
対
面
講
義
、
次

の
１
週
間
は
リ
モ
ー
ト
で
講
義
と
い
っ
た
よ

う
に
週
毎
に
講
義
形
態
を
変
え
た
状
態
で
講

義
を
進
め
て
い
ま
す
。
課
題
を
提
出
し
忘
れ

た
り
、
講
義
の
動
画
を
後
回
し
に
し
て
し
ま

い
、
後
に
痛
い
目
を
見
る
と
い
う
よ
う
に
ま

だ
こ
の
形
態
に
は
適
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
今
ま
で
使
う
機
会
が
そ

れ
ほ
ど
な
か
っ
た
た
め
ま
だ
慣
れ
て
お
ら
ず
、

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
の
際
は
手
が
震
え
て
使
い

物
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
１
０
０
０
字
程
書

い
た
時
点
で
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
で
う
っ
か
り
消

し
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
こ
と
を
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

寮
の
先
輩
方
は
皆
優
し
い
方
々
で
、
掃
除

の
仕
方
や
寮
費
の
払
い
方
な
ど
丁
寧
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
寮
母
の
桶
川
さ
ん
が

作
る
朝
食
・
夕
食
は
美
味
し
く
、
つ
い
つ
い

食
べ
す
ぎ
て
最
近
下
腹
部
の
贅
肉
が
気
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
ご
時
世
な
の
で
、
遠
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
た
ま

に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
一
度
だ
け
一

時
間
だ
け
に
し
よ
う
と
思
い
出
掛
け
た
の
で

す
が
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
結
果
三
時
間
歩

き
通
し
で
足
が
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
次
は
行
き
す
ぎ
た
と

感
じ
た
ら
す
ぐ
に
き
た
道
が
分
か
る
時
点
で 

帰
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
と
不
便
な
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
が
、
せ
め
て
長
期
休
暇
の
時
は
実
家

に
帰
れ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な
、
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
体
に
十
分
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
在
寮
生
） 

 

寮
の
庭
の
植
物 

ド
ク
ダ
ミ 

  

寮
を
囲
む
狭
い
庭
に
も
い
ろ
ん
な
草
木
が

生
え
て
い
る
。
館
長
の
役
目
は
環
境
整
備
を

第
一
に
と
し
て
、
寮
の
裏
側
よ
り
目
立
つ
玄

関
前
や
歩
道
の
除
草
を
優
先
し
て
い
る
。
公

道
の
歩
道
の
タ
イ
ル
と
タ
イ
ル
の
間
の
イ
ネ

科
の
草
も
根
絶
は
大
変
で
あ
る
が
、
玄
関
前

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
隙
間
か
ら
出
て
く
る
ド

ク
ダ
ミ
（
写
真
）
と
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
（
別
名
ビ

ン
ボ
ウ
カ
ズ
ラ
貧
乏
葛
）
は
い
く
ら
刈
っ
て

も
し
つ
こ
く
生
え
て
く
る
。 

 

ド
ク
ダ
ミ
は
今
ち
ょ
う
ど
白
い
花
の
盛
り 

で
あ
る
。
４
枚
の
白
い
花
弁
に
見
え
る
の
は

苞
（
が
く
）
で
葉
っ
ぱ
の
変
形
で
あ
る
。
そ

の
上
の
キ
ャ
ッ
プ
状
の
塊
が
雄
し
べ
と
雌
し

べ
の
集
ま
り
で
あ
る
。
花
弁
は
な
い
。 

 
鎌
で
刈
る
と
嫌
な
臭
い
が
す
る
し
、
手
に

も
臭
い
が
付
く
の
で
嫌
わ
れ
者
で
あ
る
。
し

か
し
民
間
薬
と
し
て
昔
か
ら
非
常
に
珍
重
さ

れ
て
き
た
。
腫
れ
物
に
葉
を
張
っ
た
り
、
葉

っ
ぱ
を
お
茶
に
し
て
毒
消
し
に
使
っ
た
と
い

う
。 

 

寮
母
さ
ん
に
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
、
ネ
ッ
ト
で
除
草
方
法
を
調
べ
る
と
、
熱

湯
を
か
け
る
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
実

施
し
て
み
た
。
２
～
３
日
す
る
と
地
上
部
は

す
っ
か
り
枯
れ
た
。
ま
た
ネ
ッ
ト
に
は
土
壌

を
ア
ル
カ
リ
性
に
す
る
と
弱
っ
て
く
る
と
あ

っ
た
の
で
白
い
石
灰
を
上
に
か
け
た
。
地
下

を
は
う
根
茎
で
増
え
る
の
で
根
茎
毎
取
ら
な

い
と
根
絶
は
む
ず
か
し
い
よ
う
だ
。 

              

（
館
長 

滝
口
政
彦
） 

 

編
集
後
記
：
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
会
員
の

皆
様
に
１
年
半
以
上
お
会
い
し
て
い
ま
せ
ん
。 

や
は
り
お
会
い
で
き
な
い
の
は
寂
し
い
で
す
。 

ワ
ク
チ
ン
で
早
く
納
ま
り
ま
す
よ
う
に
。 

責
任
者 

滝
口
政
彦  


